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【資 料】

難診断・難治性疾患の病性鑑定症例の解析と今後の研究課題

(3) 神経疾患

猪

帯広畜産大学獣医学研究部門

熊

臨床獣医学分野

壽

帯広畜産大学では、 難診断・難治性疾患畜の病態解析

と確定診断を地元獣医師と共同で実施するとともに、 生

きた病畜として教育と研究にも活用している。 これら症

例の病態解析と病理診断医甚づく確定診断デー タを蓄積

することで診断・治療・予防上の知見を得ることを目指

している。 平成18年4月~30年3月までに、 難診断・難

治性疾患として外部から帯広畜産大学に搬入され、 病理

解剖まで実施された牛症例のうち、 最も多かった循環器

系疾患および2番目に多かった血液疾患については北獣

会誌62巻9号と10 号(2018)に報告した。 今回は血液疾

患と並んで多くの病畜数を解析した神経疾患について、

これまでの症例の解析結果と研究上の課題を概説する。

1) 神経疾患の診断マ ー カ ー の検索と診断法の確立

大動物の臨床現場では正確な病性鑑定が実施できる機

会はまれである。 特に神経症状を呈する疾患の確定診断

には、 病理解剖時に開頭や脊髄の取出しが必要になるた

め、 肉眼解剖も困難な場合が多い。 さらに、 肉眼検索で

も診断がつかず、 組織レベルでの診断や病原体検索を含

めた病性鑑定が必要な症例も多いが、 一般に最後まで追

求できることは極めてまれである。 このため、 大動物の

神経疾患では臨床所見と病理学的確定診断がリンクした

詳細なデー タの蓄積がないことが最も大きな課題である。

また、 牛の臨床現場では、CTやMRI、 脳波解析等の

高度医療機器が利用できないため、 臨床デー タの蓄積も

非常に限られている。 また、 大動物の神経学的検査で実

施できる検査項目は一部の神経学的検査、 血液および血

液生化学検査等の一般的な項目に限られているのが現状

であるが、 大動物領域ではこれらの臨床デー タ蓄積も多

いとは言えない。

そこで、 神経系の損傷程度と病態を正確に反映し、 生

前診断と予後判定に有用な方法の開発が課題である。 既

に医学領域では神経疾患診断マ ー カ ー が臨床応用されて

いるが、我々はこれまで脳脊髄液のSlOOBおよびNueron

specific enolase (N SE)の定量が、 牛の神経疾患でも診
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図1 . 各種疾患の脳脊髄液中S100B濃度。 変性性疾患

や炎症など、 神経系の障害が大きいと思われる疾

患では、 奇形などの疾患と比較するとS100B濃

度は高い傾向にある。

断マ ー カ ー となる可能性を明らかにした（図 1) 。 今後、

その他の既知診断マ ー カ ー の臨床的評価に加え、 新規診

断マ ー カ ー の検索および生前診断や予後判定への応用を

目指す研究が必要である。
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